
今回は、久住地区(芝)で40年以上、無農薬、有機栽培でブルーベリーを
育てている「中野ブルーベリー農園」の中野仁彦さんにお話を伺ってきました。

２０ａの畑では、ラビットアイ系のティフブルーやブライトウェル、ノーザンハイブッシュ系のブリジッタ

ブルーなど、さまざまな品種を４００本以上栽培しています。 ６月中旬には実が枝いっぱいにたわわ

になり、見ごろを迎えていました。

中でもおすすめは、大粒で、甘さと酸味のバランスがよく上品な味のブリジッタブルー。中野さんに
よると、完熟のブルーベリーはそのまま食べるのが一番おいしいそうです。

また、果汁７５％のブルーベリージュースやジャムもＪＡ成田市農産物直売所
（宝田）や直売所しもふさ（猿山）で販売されているそうです。

中野さんおすすめのブルーベリーをぜひ味わってみてはいかがでしょうか。
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農地利用最適化推進委員でもある
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ＪＡ成田市
農産物直売所
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中野ブルーベリー農園

中野ブルーベリー農園
成田市芝1356 ☎043-483-1129
営業時間 9：00～16：00 予約不要

（ブルーベリージュース）

中野ブルーベリー農園

成田市芝1826-53 ☎0476-36-0399

営業時間：9：00～16：00
収穫体験：７月～８月中旬

第67号



秋晴の候、皆様方におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び
申し上げます。
また、日頃より農業委員会活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼

申し上げます。

このたび、第１回総会におきまして、成田市農業委員会会長に選出
され、2期目の会長を務めさせていただくこととなりました。
私自身、これまでの3期9年間で培ってきた経験を最大限に生かし、

会長の職責を全うする所存です。今後とも皆様のお力添えをお願い
いたします。

さて、農業を取り巻く環境は、担い手不足や高齢化、資材価格の高騰、気候変動など、
さまざまな課題に直面しておりますが、地域農業の未来を守り、次世代へつなげていく
ことは、私たち農業委員会に課せられた大切な使命であります。

当委員会としましては、皆様のお力をお借りしながら、現場の声にしっかりと耳を傾
け、農地の保全・有効活用、担い手の確保・育成、地域農業の振興に誠心誠意取り組ん
でまいります。

農業委員・農地利用最適化推進委員一同が力を合わせ、取り組んでまいりますので、

地域農業者の皆様のさらなるご支援、ご協力をお願い申し上げまして、ご挨拶といたし

ます。

新 農業委員 農地利用最適化推進委員 決定

前委員の任期満了に伴い、令和８年７月２０日に新しい農業委員１９名と農地利用最適化推進

委員２２名が決まりました。両委員とも任期は令和１１年７月１９日までの３年間です。

会長に諏訪惠昨氏（長沼）、会長職務代理者に湯浅恵介氏（松崎）が選出されました。

農業委員

・農地の売買や賃貸借等の許可
・農地転用案件への意見の具申
・担い手への農地利用の集積、集約化
・遊休農地の発生防止・解消 など

総会等で審議・決定
（現地活動もあり）

農地利用最適化推進委員

・人と農地のマッチング
・農地利用の最適化の促進
・担い手への農地利用の集積、集約化
・遊休農地の発生防止・解消 など

担当地区で現場活動

連
携

諏訪 惠昨
会長
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会長あいさつ



農 業 委 員

加藤 茂（芦田）

大竹 卓（猿山）小竹 秀記（大和田） 田代 久義(水の上)松下 辰己（前林）

小川 美智子（長沼）

諏訪 惠昨（長沼）宮野 明夫（吉岡） 日改 豊重（奈土）

門井 和夫（村田）

湯浅 恵介（松崎）

旧 農業委員

※ 任期満了に伴い、退任された農業委員は、次のとおりです。

長年にわたる農業委員活動ありがとうございました。

令和８年９月１５日 成田市農業委員会だより 第６７号（3）

木村 知子（成井）佐久間 宏敏(土屋)

髙橋 昭司（船形）

宮城 敏彦（大室）

野々宮 弘明(畑ケ田)

関川 雅英(名古屋)

森川 光江(本三里塚)

小川 美津子(北須賀)

田中 敏雄 （横山） 浅井 弘一 （松子） 京相 稔 （玉造）
渡邉 義行 （大清水） 諏訪 和惠 （長沼） 矢﨑 光二 （小浮）
萩原 孝次 （一坪田） 宇井 甲司郎 （多良貝） 泉水 厚子 （船形）
藤崎 明 （名木） 坂田 一郎 （伊能）

◆農業委員会とは
農業委員会は、農地を守り、地域の農業が続けやすいよう支える組織です。
農業委員と農地利用最適化推進委員が、農地に関する業務を行っています。
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農地利用最適化推進委員

■山倉 幹則(赤荻) ■鈴木 隆(北須賀) ■麻生 喜幸(台方) ■大嶋 良一(上福田) ■川﨑 路人(下福田)

■中野 仁彦 (芝) ■檜垣 好克(磯部) ■宮本 俊夫(北羽鳥) ■成毛 孝 (長沼) ■加瀨 和則(十余三）

■藤﨑 浩昭(畑ケ田) ■岩館 剛三郎(西大須賀) ■一鍬田 修(名古屋) ■鵜澤 忠雄(倉水) ■菅澤 全弘(野馬込)

■千村 栄 (柴田) ■熱田 孝行(東ノ台)

農地に関する
ご相談は地域の

推進委員へ

■髙木 賢弘(桜田)

■根本 武志(水の上) ■金杉 勝弘(多良貝) ■萩原 正広(一坪田)

■岩上 浩樹(津富浦)



※ 任期満了に伴い、退任された農地利用最適化推進委員は、次のとおりです。

旧 農地利用最適化推進委員

長年にわたる農地利用最適化推進委員活動ありがとうございました。

農地利用最適化推進委員 担当区域
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小川 芳夫（北須賀） 日暮 好文（北羽鳥) 瀧澤 隆義（堀之内）
八代 一雄（名古屋） 田中 廣雄（青山） 小竹 秀記（大和田）
小幡 匡央（伊能） 関 敏広 （所） 植松 敏男（大沼）
菅澤 洋二（臼作) 宇井 孝一（新田) 熱田 正宏（大栄十余三）
川嶋 幹男（前林）



連絡先 千葉県 印旛農業事務所 企画振興課

☎043-483-1129

サツマイモ基腐病 にご注意ください

サツマイモ基腐病は、 平成30年度に沖縄県、鹿児島県及び宮崎県において
我が国で初めて確認されました。現在、千葉県内では発生していませんが、
早期発見、感染拡大防止対策の徹底をお願いします。

もとぐされびょう

＜特徴＞
・ 感染した株は、茎の地際部が黒色から暗褐色に、茎葉は黄色や紫色に変色してしおれ、症状が進むと

枯死します。
・ イモ本体は、主に茎に近い部分から腐敗します。

（写真は千葉県チラシ「家庭菜園・市民農園等でも注意さつまいも
にこんな症状はありませか？ サツマイモ基腐病」より引用）

◆ご存じですか「eMAFF農地ナビ」
インターネットで全国農地情報及び農業地図が閲覧できます。

農地ナビ

農政課からの

お知らせ
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令和８年度 農地利用最適化活動 目標等 設定

地域で農地をどのように有効活用するか農地利用の最適化活動について、
令和8年度の目標等を設定しました。

活動
1

・条件の悪い農地・・・遊休農地化
・担い手の高齢化・・・新たな担い手の確保・育成が必要
・新規参入者・・・農地の確保などの支援

農地の貸出等で担い手へ利用面積を拡大する「集積」や農地の分散を解消する
「集約化」を行い、農作業の効率化を目指します。

農地の集積・集約化

遊休農地の解消
緑区分の遊休農地（草刈り等で復旧可能な遊休農地)の解消を目指します。
上記以外の遊休農地は復旧可能か見極め、対応を検討します。

新規集積面積 62ha （累計3,251ha)

新規参入の促進
地域計画の協議の場や利用意向調査等で把握した農地情報について、関係機
関と連携しながら適切な提供に努めます。

活動計画

既存の遊休農地の解消目標面積 55ha
前年度に新規発生した遊休農地の解消目標面積 4ha

新規参入者への貸付等について農地所有者の同意を得たうえで
公表する農地の面積 63.7ha

農業者の高齢化などにより、耕作されない農地が目立つようになっています。
市では、農地の荒廃を防ぐため、農地の利用状況調査を９月末まで実施しています。

今年度は、県のモデル事業に参加し、AIにより衛星画像を解析することで遊休農地か
どうかを判別できるシステムを活用しています。 農地利用状況調査における現地確認の
効率化などについて実証効果を検証中です。

農地利用最適化推進委員が各農地を調査しますので、ご協力をお願いします。
※遊休農地と判断された場合は、1月頃から農地利用について、意向調査書を発送いたします。

農業委員によるあっせんや公益社団法人千葉県園芸協会、公益財団法人
成田市農業センターが実施する農地中間管理事業への支援を継続し、規模
拡大に必要な農地利用集積の促進に努める。

農地利用最適化推進委員が担当地区の全農地について現況確認調査
（利用状況調査）を実施する。また、利用状況調査により遊休農地と判断さ
れた農地の所有者へ利用意向調査を行う。

市、公益財団法人成田市農業センター、公益社団法人千葉県園芸協会、農
協等と連携し、新規参入の支援を行う。
【参考】 令和7年度 新規参入 16経営体

活動
2

活動
3

課題

衛星×AIで遊休農地を判別する千葉県のモデル事業実施中農地利用状況調査

目 標

目 標

目 標

活動計画

活動計画



発行日：毎週金曜日
購読料：新聞本紙 900円/月（送料・税込）

電 子 版 700円/月（税込)
申 込：お近くの農業委員または農業委員会

事務局（☎0476-20-1573）まで
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◤

◤ ◤

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

農業者年金 始めませんか

意欲ある担い手は保険料の国庫補助も

◎農業者年金の特徴

①税制面での優遇 ②保険料が選べる ③少子高齢化時代に強い

保険料は全額
社会保険料控除

2万円～6万７千円まで
千円単位で毎月変更も可

生涯確実に受け取れる
確定拠出型 終身年金

✔加 入 要 件 は ３ つ

☑国民年金第1号被保険者 ☑年間60日以上農業に従事 ☑65歳未満

▼
お問い合わせは

最寄りのＪＡ 農業委員会事務局 農業者年金基金 ☎03-5919-0371まで

※60歳～国民年金任意継続者のみ（保険料免除者除く）

農業委員会からのお知らせ

あなたの農業の可能性を広げる

全国農業新聞
くらしと経営に役立つ情報を提供中です。
・ 農政の動きのわかりやすい解説
・ 魅力的な農家の取り組み
・ 地域の明るい話題 など

※オンライン講座も受講できます。

※新聞本紙の方は
電子版も利用可

全国農業新聞

◤

編集後記

定期的な草刈りなどをお願いします

農地の適正な管理を

農地の雑草を伸びたままにしておくと害虫類の
発生原因となるなど近隣農地に迷惑がかかります。

農地の所有者は定期的に
草を刈るなど適正な管理を
お願いします。

お問い合わせについて

令和8年7月1日～市役所の受付時間変更

7月1日から市役所窓口及び電話受付の時間が
変更され、9：00～16：30となりました。時間外や
10筆以上の農地区分のお問い合わせは
メールをご利用ください。

✉nogyo@city.narita.chiba.jp

※メールの場合、内容や時期によりご返答

までお時間をいただくことがございます。
※お急ぎの際は電話または窓口まで

近年では、新規就農される方も
いる一方で、全体としては、農業人口の
減少や高齢化、後継者不足が懸念されます。

そのため、地域計画により作業効率の向上を
目指して農地の集積を進めていますが、所有者
不明や相続に伴う離農といった、手が回らない
農地の相談が増えると思われます。

また、昨年は、コメ不足による価格高騰が話題
になりました。原油高騰の影響もあり、 肥料、
農薬や機械の価格上昇が続いています。
スマート農業を取り入れていくにしても、年々価

格が高くなる機械の更新も農家には負担になっ
ています。

今になってコメの価格の下がり方を見ると今年
のコメ価格が気になるところです。今後の政府
の政策がどう変わっていくか不安や懸念が尽き
ません。

編集委員 Ｓ．

※35歳未満の方は条件を満たすと月１万円も可


